
売血政務迩、帝髄並びに職者頗杏と併せ尚畏期の飼養試験によらなけれ  

ばならない。  

／率、産凍I鶏に表音する政義飼料・ミ添加剤（アーサ  

ニリ ン）の癌・与試験  
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lまじめに  

隆義剖を飼料に徽章寄畑寸う＝とにより、章節の促進、飼料勿奮の政一∈工  

南砂であるとの海外文献が多い。／へ3）又幼庵の賢台促進釣常について鱒て  

山番試にぉいて離の発車促進効果を恵め、㊥粛（茨木大）¢）はフィシニ乙ソ  

リウブルとの併閂について陵並びにアンゴラ尭の発育、宅卦こぅいて劫撰乙  

恕均ている。1   

当紫においても原初3∫年産帝為に対する給与試験左行ったがその嬉粟lノ  

南軌ば成積1ま屠られ甘かった．∫） 今回はその添加量を岩手腰して、疫カ＼う  

敷の晴期についてぞの産卵、館耕効睾ばどについて就農しに。  

試殿方宏   

／、腐試鶏及び試験区分  

供試函ば／タ∠ヱ早春絹）；＼化の寧好色色レグ席一ン摩絶∫¢洞詭4羽を用   

いて、ユ区に別け欝／泉のとおりの試廃区を軌十に。  

尚、試顧閻華蘇／∫百聞の予備阿南委行い、対鼠、試験両区の産奥、  

血溌ぼど出来るだけ灼一のものとした。  

第／嵐 吉武 験 区 ウナ  

詞  数     ㌢放棄蜘    産 帝 率童官  費  開始時汰普  l対 照 区  姓ユ腺諦  才占、′ケ   ∫2、g  八占 ′？    轟こ 酸 産  雄ユ1畦ユざ  ∂∂、¢ユ    ∫／、か  ∧クエ、㌻  アーサ＝リン久／艶   
之、腐試飼料及び給与貴誌  

供試原料ば許三菱に未寸、河合勘合の飼料左不断準与し、料館ば／臼  

／詞∂0伊家産倉与し、カ＼ぎがらぼ刹摩洛で不断給与とした。  
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註．モの他の内乾、食違♂、∫ 貝がちぶ♂¢ざ 東関骨ヨ分♂．よ ミえヲ  

ル 玖クエ㌻ ビタミンA、つ融ク、β√ ビタミンB剤 ∂、ク♂   

3、峡武村劉  

敗軍飼料、アーサ＝リン（アーサ＝りン鹸ナトリウム、′♂鯵乳滴9β   

％）は東妄製薬kKより尿映されたものである。   

ケ、試郷間   

／ク∂3年ワ月ノ∂甘から同年／ク芦l＝㌻日までのクコ日間。   

∫、曹■  安  

食卜誕は平屈11とし－厳夢窓ばぎ甥の酵法による。  

未設慰頗  

／、産卵説感  

奮軍馬席招帝3真の適Ijでボ静間裾斬／∫日間の牽閉車は対照屈a㌫   

％款取直ぎ占、¢％で両区の閤に南東差ば恵められず京都弼として．薗当甘   

ものと思う   

哉漁期間中の彦卿牽は各円を詞覇嶺財のコ堵に分けて讃し仁。その産   

卵率匝策3表の滴り下領放射瀾申の平均在野牽は対展甚アβ、夢フ％ 武蔵   

区占9．♂♂％で石畳の閤に右煮菱は棄められ甘い。  

開更については各円′0 日から／∫甘の∫日間の生産珊について牌体   

別に希麗し仁平灼である。試啓開約前の辛灼卵軋ま対照区∫ユ軸 試巌   

区∫′タグで、試脚闇の平内珊垂は対牒区Jま¢き 試験区∫ふJ富 で試   

酸甚釈、やや努る成腐であるが、統計最澄の薙果南東塑は盗められない。  
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ユ←∠  ユユゎ ・  ′クタ汐■■  蹄占   
ヱ、飼料考月支署延びに歯科」浮来季  

飼凋一の覇畢量l古豪代廉直ことに岳月その届綬登を秤草しにその／羽当り   

の成績は許4真の題11である。   

可ち哉簾鯛間中の／羽当りの飼詞希求軍は対照区′〃t堵ヱき噺職時こ．   

であって武魚雷が茅干ケいが、ニれを飼料濱兼吉と生産卵から商科平泉   

卒夏もとめると、封鼠直ユ、g〝 試験区つお∂ で差昇互恵め飢・。  
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∂、当葱の牒疲沢簸  

試ヌ険球爛中対照直、試験庄両区共磨耗承は／三河むばく、体望の磨或わ   

窮古麦汀併・■の遺りで対照、試験両区の園l＝大慶養恕めず、飼料の瑠寂状   

患、栗の澤カ、落摩ばどにも麦芽ぼ喪、められ甘かっに。尚武媛終了脾頻   

羽林産熟ま封跨区す羽、武藤正∂濁であった。  

舘、㌻轟、薦の碑廣状藤 久）ヨ轍の月歩勤  
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要  約   

秦野褒詞慣用祀合飼料に批義朗科漆調剖（アーサ土1」ン敢ナトlいラム／ク％、  

乳濾グ♂舛）を∂、／％添加しに顔料についてぞの産卵、倒粁効率掟どにつ  

いて試験しだ殖渠は次の盛りである。  

／、産扇日華は井原区7／％ 試膜区アβ労で両区の軌＝崩落家を偲め肯しl。  

よカ日豪は試硬調船離対臍匡∫ユ♂タ気取区＼以∂gであって試験期間中の   

平内は対照区拇瑠執取直∫ふ∫矛でやや常酸区が射る鼓療で・あるが密計   

直選の着果荷楚差は患められ甘い。  

ふ飼料の薇毅童は試案期間中′刃／日寄り対照区′′ユ詣試教区′久女タグ   

であ1て試放置がやや少し、が㌧飼料の婁求奉は河童並びに体東とも閣僚が   

あろが対照区コ∂P獣ノ除gよ、∂¢℡差異を熟めなしl。  

女 親の健廉沢悠は試験照間中両区共／詞の常死もなく根ヌ冬了時の綬詞   

沐産額、体重の鰯現にも両区の簡に大差を轟わない。  

尚、驚の活力、変便なとにも差昇五番め甘い。   

臥上の戌濃から本試験においては匪素飼料添加勧アーサニリンの効果は   

恵められなかった。  
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